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木
は
、
そ
の
短
い
人
生
に
お
い
て
、
同
時
代
の
文
学
や
思
想
を
摂
取
し
、

自
家
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
本
稿
で

は
、

木
の
思
想
形
成
の
上
で
も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
文
学
者
・
思
想
家
で
あ
る

高
山
樗
牛
と
の
関
係
、
ま
た
、
樗
牛
の
受
容
が
そ
の
後
の
自
然
主
義
批
判
に
ど
の
よ

う
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
中
心
に
、

木
の
思
想
形
成
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
。

一

木
は
、
評
論
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」（
明
四
三
・
八
下
旬
）
に
お
い
て
、「
明
治

の
青
年
」
の
精
神
史
の
変
遷
を
た
ど
る
中
で
「
青
年
自
体
の
権
利
を
識
認
し
、
自
発

的
に
自
己
を
主
張
し
始
め
た
の
は
」「
日
清
戦
争
の
結
果
に
よ
つ
て
国
民
全
体
が
其

国
民
的
自
覚
の
勃
興
を
示
し
て
か
ら
間
も
な
く
の
事
」
で
あ
る
と
し
、「
自
然
主
義

運
動
の
先
蹤
と
し
て
一
部
の
間
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、
樗
牛
の
個
人
主
義
が
即

ち
第
一
声
で
あ
つ
た
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
安
倍
能
成
の
「
自
己

の
問
題
と
し
て
見
た
る
自
然
主
義
思
想
」（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
明
四
三
・
一
）
に
お
い
て
、

「
兎
に
角
自
分
達
は
氏
に
よ
っ
て
粗
笨
な
が
ら
も
『
我
』
と
い
ふ
も
の
を
教
へ
ら
れ
、

『
我
』
の
自
覚
を
有
す
る
に
至
つ
た
と
思
ふ
。
我
等
は
恰
も
恋
す
る
も
の
ゝ
如
く
、

こ
の
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
な
心
持
を
、
極
め
て
華
や
か
に
涙
多
く
、
熱
き
血
の
め
ぐ
り
も

て
経
験
し
た
」
と
回
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

さ
て
、

木
自
身
の
樗
牛
受
容
は
盛
岡
中
学
校
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
友
人
で
あ

っ
た
伊
東
圭
一
郎
の
回
想q

に
よ
る
と
、
級
友
ら
数
名
に
よ
る
英
語
の
ユ
ニ
オ
ン
・
リ

ー
ダ
ー
を
自
習
す
る
「
ユ
ニ
オ
ン
会
」
の
集
ま
り
で
、
明
治
三
十
三
年
頃
よ
り
「
太

陽
」
に
掲
載
さ
れ
た
樗
牛
の
評
論
が
評
判
と
な
り
、

木
は
そ
れ
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
と
い
う
。
伊
東
が
「

木
か
ら
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
論
や
天
才
論

を
聞
か
さ
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
樗
牛
の
「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」

（「
太
陽
」
明
三
四
・
一
）
以
降
の
こ
と
を
指
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
行
の
『
石
川

木
全
集
』
に
「
高
山
樗
牛
」
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、
評
論
「
寸
舌
語
」（「
岩
手
日

報
」
明
三
五
・
三
・
一
四
）
か
ら
で
あ
る
。

◎
『
太
陽
』
誌
上
の
姉
崎
博
士
の
論
文
『
高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書
』
完
結
せ
り
。

其
高
邁
な
る
識
見
欣
度
す
べ
き
態
度
共
に
能
く
一
世
を
圧
す
べ
し
、
彼
の
独
逸

の
文
明
を
痛
罵
し
、
日
本
現
代
の
風
潮
を
諷
誡
す
る
に
至
つ
て
は
吾
人
案
を
拍

つ
て
叫
ば
ざ
る
を
え
ず
。
ニ
イ
チ
エ
を
説
き
、
ピ
リ
チ
ス
ム
を
説
き
欧
州
文
明

の
思
潮
を
透
観
し
て
祖
国
幾
多
の
迷
へ
る
者
を
誡
む
。
其
暗
々
裡
に
樗
牛
氏
を

諷
す
る
想
と
筆
と
共
に
近
来
の
大
論
文
な
り
。

◎
高
山
博
士
病
重
り
て
枕
に
就
く
と
、
蓋
し
わ
が
文
壇
の
恨
事
な
り
。
文
芸
時
評

の
欄
、
桂
月
氏
代
り
て
筆
を
取
る
。
愚
劣
遂
に
見
る
べ
か
ら
ざ
る
を
如
何
に
せ

ん
。
天
渓
の
『
新
思
潮
と
は
何
ぞ
』
汝
何
ぞ
し
か
く
没
分
暁
な
る
。
然
れ
ど
も

ニ
イ
チ
エ
ニ
ズ
ム
の
誤
り
た
る
反
面
の
評
と
し
て
、
吾
人
斯
の
如
き
論
者
あ
る

木
・
樗
牛
・
自
然
主
義

―
木
の
樗
牛
受
容
と
自
然
主
義

―

田
　
　
口
　
　
道
　
　
昭

木
・
樗
牛
・
自
然
主
義



を
忘
る
べ
か
ら
ず
。

樗
牛
は
、
こ
の
年
一
二
月
に
死
去
し
た
が
、

木
が
言
及
し
て
い
る
の
は
そ
の
最

晩
年
の
動
向
で
あ
り
、
姉
崎
嘲
風
の
「
高
山
樗
牛
に
答
ふ
る
書
」（「
太
陽
」
明
三

五
・
二
〜
三
）
を
通
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
評
論
は

木
に
ワ
グ
ナ
ー
を
注
目

さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
樗
牛
を
諷
す
る
想
」
と
い
う
言
葉
か

ら
、
こ
の
と
き

木
が
嘲
風
に
よ
り
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
。

木
は
、『
太
陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
こ
の
嘲
風
、
樗
牛
の
往
復
書
簡
に
大
き
な
刺
激

を
受
け
て
い
く
。

ま
た
、「
ニ
イ
チ
エ
ニ
ズ
ム
の
誤
り
た
る
反
面
の
評
」
と
さ
れ
て
い
る
長
谷
川
天

渓
の
「
新
思
潮
と
は
何
ぞ
や
」
は
、
同
じ
「
太
陽
」
の
明
治
三
十
五
年
三
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
天
渓
は
、「
ニ
ー
チ
エ
主
義
」
を
「
個
人
主
義
、
本
能
至
上
主
義
、

自
我
発
展
主
義
」
と
し
た
う
え
で
、「
本
能
至
上
主
義
」
と
は
、「
昔
日
の
ロ
マ
ン
チ

シ
ズ
ム
一
派
が
、
感
情
と
想
像
と
を
生
活
の
中
心
と
し
た
る
が
如
く
、
一
切
の
形
式

を
棄
て
ゝ
自
我
（
重
に
感
情
及
び
想
像
）
の
自
由
活
動
を
尚
ぶ
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
、

「
科
学
的
事
実
」
や
「
科
学
的
法
則
」、「
自
然
法
則
」
が
消
滅
、
破
壊
、
蹂
躙
さ
れ
、

「
歴
史
」
や
「
発
達
」
が
無
視
さ
れ
た
り
、
否
定
さ
れ
た
り
す
る
と
し
て
疑
問
を
投

げ
か
け
て
い
る
。

天
渓
は
、
樗
牛
が
「
美
的
生
活
を
論
ず
」（「
太
陽
」
明
三
四
・
八
）
を
発
表
し
た
と

き
、「
美
的
生
活
と
は
何
ぞ
や
」（「
読
売
新
聞
」
明
三
四
・
八
・
一
九
、
二
六
）
を
発
表

し
、
い
ち
は
や
く
疑
問
を
表
明
し
て
い
る
。
樗
牛
が
人
生
の
目
的
と
は
「
本
能
の
満

足
」、「
人
性
本
然
の
要
求
」
を
充
た
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
美
的
生
活
」
で
あ

る
と
述
べ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
美
的
生
活
と
い
ふ
も
の
は
、
寧
ろ
人
間
本
性
の
要

求
を
斥
け
て
、
理
想
的
要
求
に
向
ふ
所
に
成
立
す
る
」
と
批
判
し
、
さ
ら
に
、
登
張

竹
風
が
、
樗
牛
の
美
的
生
活
論
は
「
ニ
イ
チ
エ
の
説
に
そ
の
根
拠
を
有
す
」（「
美
的

生
活
論
と
ニ
イ
チ
エ
」「
帝
国
文
学
」
明
三
四
・
九
）
と
述
べ
て
樗
牛
を
擁
護
し
た
の
に

対
し
、「
ニ
ー
チ
ェ
主
義
と
美
的
生
活
」（「
読
売
新
聞
」
明
三
四
・
一
〇
・
二
八
）
で
、

「
ニ
ー
チ
エ
の
哲
学
を
根
拠
と
す
れ
ば
、
人
生
の
目
的
は
肉
体
的
快
楽
を
追
求
す
る

に
在
つ
て
、
其
快
楽
を
獲
た
者
が
、
美
的
生
活
を
送
つ
た
の
で
あ
る
」
と
皮
肉
っ
た
。

先
の
「
新
思
潮
と
は
何
ぞ
や
」
も
、
こ
う
し
た
樗
牛
、
ニ
ー
チ
ェ
批
判
の
文
脈
の
中

に
あ
る
。

木
が
天
渓
の
見
解
を
「
ニ
イ
チ
エ
ニ
ズ
ム
の
誤
り
た
る
反
面
の
評
」
と
い
う
の

は
、
先
述
の
伊
東
の
回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、

木
が
樗
牛
、
ニ
ー
チ
ェ
に
「
我
」

の
自
覚
の
肯
定
、「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」（「
太
陽
」
明
三
四
・
一
）
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
詩
人
」、「
文
明
批
評
家
」、「
天
才
」、「
超
人
」
を
み
て
い
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

二

と
こ
ろ
で
、

木
の
姉
崎
嘲
風
へ
の
傾
倒
は
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
樗
牛
と
の

往
復
書
簡
の
か
た
ち
で
綴
ら
れ
た
評
論
を
き
っ
か
け
と
す
る
が
、

木
の
最
初
の
上

京
の
失
敗
と
い
う
体
験
も
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」（「
岩

手
日
報
」
明
三
六
・
五
・
三
一
、
六
・
二
、
五
、
六
、
七
、
九
、
一
〇
）
に
見
ら
れ
る
ワ

グ
ナ
ー
へ
の
研
究
に
没
頭
す
る
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
るw

。

「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
に
は
、
直
接
樗
牛
や
嘲
風
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
が
、
ニ

ー
チ
ェ
と
ト
ル
ス
ト
イ
、
ワ
グ
ナ
ー
の
思
想
の
比
較
は
、
樗
牛
や
嘲
風
を
は
じ
め
と

す
る
同
時
代
評
論
の
磁
場
の
中
に
あ
る
。
木
股
知
史
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
中
島

徳
蔵
の
『
ニ
イ
チ
エ
対
ト
ル
ス
ト
イ
主
義e

』
の
枠
組
に
、
嘲
風
の
ワ
グ
ネ
ル
理
解
を

加
え
れ
ば
、

木
の
『
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
』
の
発
想
の
基
盤
が
明
ら
か
に
な
るr

」。

一
方
、
木
股
は
、
そ
れ
に
還
元
で
き
な
い
部
分
と
し
て
、
人
間
が
「
現
象
」（
物
質

世
界
）
と
「
実
在
」（
本
源
的
な
理
念t

）
の
二
界
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

木
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
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い
る
。

人
間
と
は
、
所
謂
神
の
如
く
実
在
に
の
み
あ
る
者
で
も
な
く
、
又
現
象
許
り

に
存
ず
る
諸
々
機
物
で
も
な
い
。
能
く
こ
の
両
界
に
亘
つ
て
全
分
の
調
和
を
成

す
所
に
其
究
極
の
標
的
を
有
す
る
者
で
あ
る
。
《
中
略
》
此
問
題
は
蓋
し
ニ
イ

チ
エ
、
ト
ル
ス
ト
イ
両
氏
の
分
岐
点
で
あ
つ
て
、
又
同
時
に
ワ
グ
ネ
ル
が
綜
合

の
基
源
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。

木
股
に
よ
る
と
、「『
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
』
の
段
階
で
は
、
意
志
消
滅
か
自
己
拡
充

か
と
い
う
倫
理
的
な
懐
疑
に
も
と
づ
く
二
元
と
、『
実
在
』
と
『
現
象
』
と
い
う
物

心
の
二
元
と
い
う
複
層
の
構
造
が
保
た
れ
て
い
る
が
、
完
成
し
た
一
元
二
面
観
で
は
、

『
意
志
』
と
『
愛
』
と
い
う
二
元
が
、『
意
志
』
の
一
元
に
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
」
と
い

う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
物
心
二
元
か
ら
意
志
一
元
へ
の
変
化
の
過
程
」
は
、「
閑
天

地
（
十
八
）
霊
あ
る
も
の
は
感
応
す
」（
明
三
八
・
六y

）
に
も
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
「
嘲
風
の
導
き
」
が
あ
っ
た
と
い
うu

。

こ
う
し
た
、
嘲
風
の
受
容
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
っ
た

木
の
物
心
二
元
の
発
想

は
、
木
股
の
指
摘
す
る
北
村
透
谷
の
〈
想
│
実
〉
の
発
想
の
ほ
か
に
、
美
的
生
活
論

争
の
中
で
、
樗
牛
│
ニ
ー
チ
ェ
│
本
能
主
義
と
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
も
無
関
係

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
るi

。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
に
お
い
て
、「
超
人
」
と
は
「
権
力
意

志
の
権
化
」
で
あ
る
が
「
世
人
が
常
に
誤
解
す
る
が
如
く
、
彼
等
の
頭
脳
に
は
決
し

て
利
己
の
念
慮
│
物
質
的
慾
望
の
外
に
何
者
を
も
認
め
ざ
る
│
の
一
点
と
雖
ど
も
存

し
て
居
る
の
で
は
な
い
」
と
書
き
つ
つ
も
、「
吾
人
の
二
元
観
を
以
て
論
ず
る
と
、

ニ
イ
チ
エ
は
人
間
の
差
別
性
（
物
的
）
を
見
て
他
の
平
等
性
（
心
的
）
を
視
な
い
者

で
あ
る
。
否
寧
ろ
差
別
を
平
等
の
上
に
置
い
て
、
相
対
的
事
実
た
る
現
象
を
、
絶
対

的
性
質
と
誤
想
し
た
者
で
あ
る
」
と

木
が
書
い
て
い
る
こ
と
と
対
応
す
る
だ
ろ
う
。

木
股
は
「

木
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
『
意
志
』
を
、『
生
活
意
志
』
と
い

う
よ
う
に
、
現
実
的
次
元
に
引
き
よ
せ
て
理
解
し
て
お
り
、
嘲
風
の
宗
教
的
な
ス
ピ

リ
チ
ス
ム
と
は
一
線
を
画
し
て
い
るo

」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
当
時
の

木
の
念
頭

に
は
い
わ
ゆ
る
「
現
象
界
」
の
、
欲
望
を
も
っ
た
存
在
と
し
て
の
個
人
の
問
題
が
あ

っ
た
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は

木
の
中
の
現
実
指
向
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
る!0

。
国
崎
望
久
太
郎
は
、

木
の
樗
牛
の
受
容
に
対
し
、「
た
だ
樗
牛
の

美
的
生
活
論
の
中
に
内
包
さ
れ
て
い
た
本
能
＝
性
欲
の
充
足
を
要
求
す
る
見
地
、
も

っ
と
も
ラ
ジ
カ
ル
な
進
歩
的
見
解
が
ほ
と
ん
ど
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
す
く
な
く
と

も
、
人
間
を
生
物
学
的
に
把
握
し
、
そ
こ
に
人
間
主
義
の
基
礎
を
お
こ
う
と
す
る
所

謂
自
然
主
義
的
思
想
は
、

木
に
は
少
し
も
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い!1

」
と
指
摘
し
て
い

る
が
、
少
な
く
と
も
「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
「
自
然
主
義

的
思
想
」
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
こ
で
樗
牛
に
関
連
し
た

木
と
嘲
風
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、

木
は
、

明
治
三
十
七
年
一
月
十
三
日
に
嘲
風
に
は
じ
め
て
手
紙
を
送
り
、
そ
の
後
、
樗
牛
を

顕
彰
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
「
樗
牛
会
」
の
趣
意
書
を
嘲
風
か
ら
受
け
取
り
、

「
岩
手
日
報
」
へ
「
樗
牛
会
に
つ
い
て
」
と
い
う
入
会
を
勧
誘
す
る
文
章
を
発
表
し

て
い
る
ほ
か
、
二
月
一
日
に
盛
岡
に
講
演
に
来
た
嘲
風
に
初
め
て
会
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
先
立
つ
一
月
三
十
日
の
日
記
に
は
、
嘲
風
の
「
性
格
の
人
高
山
樗
牛
」（「
太
陽
」

明
三
六
・
一
二
）
を
読
ん
だ
と
あ
り
、
ま
た
、
盛
岡
で
行
わ
れ
た
嘲
風
の
講
演
「
信

仰
の
人
高
山
樗
牛
」
は
聞
い
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

木
が
嘲
風
の
も
と
を
訪
れ
た

の
は
、
そ
の
講
演
の
行
わ
れ
た
晩
の
こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
講
演
の
内
容
も
話
題

に
の
ぼ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「
性
格
の
人
高
山
樗
牛
」
は
、「
性
格
の
人
は
、
性
格
の
要
求
に
あ
ら
ざ
れ
ば
動

か
ず
、
生
死
猶
枉
ぐ
能
は
ざ
る
根
本
要
求
の
本
能
」
を
持
っ
た
人
で
あ
る
と
し
、
変

転
を
重
ね
た
樗
牛
の
中
に
一
貫
す
る
も
の
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。「『
己
れ
に
忠

な
れ
』、
嗚
呼
是
れ
彼
の
一
生
を
貫
く
大
警
語
な
り
き
」
と
嘲
風
は
書
く
。「
信
仰
の
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人
高
山
樗
牛
」（「
妙
宗
」
明
三
七
・
三!2

）
は
、「
自
ら
を
捧
げ
て
人
に
帰
依
せ
ん
為
に

は
、
自
ら
の
自
信
自
覚
が
明
白
鞏
固
に
し
て
、
こ
の
自
覚
と
相
投
合
し
得
る
偉
大
な

る
人
格
を
発
見
し
て
之
と
合
一
す
る
を
要
す
」
と
述
べ
、
樗
牛
は
「
自
ら
を
信
じ
た

る
が
故
に
、
又
信
頼
し
て
己
れ
を
捧
ぐ
る
に
足
る
と
信
ず
る
人
に
対
し
て
は
、
満
幅

の
尊
敬
と
絶
対
の
同
情
と
を
注
ぐ
を
敢
て
し
た
り
」
と
い
う
。
そ
し
て
、「
樗
牛
が

自
己
霊
性
の
奥
に
入
り
、
永
遠
の
覚
醒
に
依
り
て
永
遠
に
帰
敬
す
べ
き
大
人
格
は
、

過
去
と
未
来
と
を
『
今
』
の
一
瞬
に
接
し
、
久
遠
実
成
の
妙
法
を
自
己
の
人
格
に
実

現
し
、
色
読
し
た
る
宗
教
的
大
信
者
、
大
行
者
の
中
に
中
に
発
見
せ
ら
れ
た
り
」
と

述
べ
、
樗
牛
の
日
蓮
へ
の
「
完
全
な
る
意
気
の
投
合
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

姉
崎
嘲
風
は
、「
文
は
人
な
り
」（「
帝
国
文
学
」
明
四
五
・
一
）
に
お
い
て
、
樗
牛

に
つ
い
て
、「
個
人
の
心
霊
天
才
の
精
神
を
尊
重
す
る
方
に
向
つ
て
、
茲
に
美
的
生

活
論
と
な
り
、
曾
て
の
ホ
イ
ト
マ
ン
に
発
見
し
た
と
様マ

マ

の
精
神
を
ニ
ー
チ
エ
に
発
見

し
て
、
霊
性
の
尊
厳
、
意
志
の
力
、
人
格
の
権
威
を
高
調
或
は
達
人
の
如
く
に
人
を

教
へ
、
或
は
悪
魔
の
如
く
に
世
を
罵
倒
し
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
美
的
生
活
論
が
む

し
ろ
樗
牛
の
「
根
本
性
格
に
基
づ
い
た
意
志
生
活
の
余
迸
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。「
ワ
グ
ネ
ル
の
思
想
」
以
降
の

木
の
樗
牛
理
解
は
こ
う
し
た
嘲
風
の
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
線
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る!3

。

こ
う
し
た
樗
牛
観
は
、
例
え
ば
、

木
の
「
秋
草
一
束
」（「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑

誌
」
明
三
七
・
一
一
・
二
〇
）
に
お
け
る
「
自
ら
の
ま
こ
と
の
『
我
』
の
中
に
、
不
変

の
色
彩
を
読
み
、
不
滅
の
諧
音
を
聞
く
者
は
、
諸
有

あ
ら
ゆ
る

困
難
、
諸
有
災
厄
と
健
闘
し
て
、

其
『
本
然
の
必
至
』
の
た
め
に
身
命
も
亦
重
し
と
せ
ざ
る
な
り
」
と
い
っ
た
一
節
や
、

「
真
理
と
美
と
の
不
滅
の
た
め
に
凱
歌
を
唱
へ
、
偉
大
な
る
人
格
を
以
て
一
世
に
反

抗
す
る
人
の
た
め
に
進
行
の
曲
を
奏
せ
ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う
一
節
な
ど
に
も
投
影

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
も
含
め
、
当
時
の

木
の
思
想
と
文
学

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

三

し
か
し
、
樗
牛
が
そ
の
時
代
の
思
潮
に
大
き
な
影
響
を
与
え
得
た
の
は
、
そ
こ
に

は
時
代
の
要
求
や
課
題
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
表
現
す
る
才
能
が
あ
っ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
本
主
義
、
個
人
主
義
、
美
的
生
活
論
、
日
蓮
主
義
と
彼
の

思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
言
葉
は
、
そ
の
時
々
の
思
潮
の
要
求
に
応
え
た
も

の
で
あ
っ
た
。「
美
的
生
活
論
」
が
大
き
な
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
の
も
、
明
治
三

十
年
代
に
「
我
」
の
自
覚
と
と
も
に
、“

欲
望
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
の
個
人‘

の
問

題
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
樗
牛
の
真
意
が
ど
う
あ

れ
、
論
壇
は
、
樗
牛
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
を
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
理
解
し
よ
う
と

し
た
。

そ
し
て
、

木
の
評
論
に
は
、
右
の
よ
う
な
視
点
を
洗
い
清
め
た
か
の
よ
う
な
嘲

風
経
由
の
樗
牛
観
に
収
ま
ら
な
い
視
点
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
そ
の
一
つ
が
天
才
主

義
の
強
調
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
一
月
一
日
発
行
の
「
岩
手
日
報
」
に
掲
載
さ
れ

た
「
古
酒
新
酒
」
で
は
、「
我
今
に
当
り
て
切
実
に
ニ
イ
チ
エ
と
共
に
絶
叫
せ
ん
と

欲
す
。
凡
庸
な
る
社
会
は
、
一
人
の
天
才
を
迎
へ
ん
が
た
め
に
は
、
よ
ろ
し
く
喜
ん

で
百
万
の
凡
俗
を
犠
牲
に
供
す
べ
き
也
、
と
」
と
書
か
れ
、
樗
牛
に
つ
い
て
も
「
故

人
樗
牛
博
士
に
よ
つ
て
当
時
の
思
想
界
に
要
求
せ
ら
れ
し
時
代
精
神
界
の
救
済
は
、

今
猶
依
然
と
し
て
パ
ン
を
求
め
て
石
を
得
る
の
み
の
状
態
に
あ
り
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
背
景
に
は
、
前
年
八
月
に
ユ
ニ
オ
ン
会
の
仲
間
が
、
花
婿
欠
席

の
結
婚
式
や
そ
の
後
の
盛
岡
で
の

木
の
生
活
態
度
に
反
省
を
促
す
た
め
、
除
名
勧

告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、『
小
天
地
』
第
一
号
を
発
行
し
た
も
の
の
第
二
号
発
行

の
め
ど
が
立
た
ず
、
自
宅
で
懊
悩
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。「
自
己
を
信
じ
得

る
如
く
に
信
じ
う
べ
き
人
、
こ
の
世
に
自
己
一
人
の
外
に
な
し
。
自
己
の
次
に
信
じ

う
べ
き
者
は
、
恋
人
一
人
の
み
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
う
し
た
周
囲
の
人
々
と
の
対

立
を
う
か
が
わ
せ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、「
現
実
」
を
処
す
る
上
で
の
様
々
な
葛
藤
や
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苦
悩
と
な
っ
て
、

木
の
思
想
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。

な
お
、
周
知
の
と
お
り
、

木
の
教
育
論
「
林
中
書
」（「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」

明
四
〇
・
三
）
は
、
天
才
主
義
の
考
え
方
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

木
の
渋
民
村
小
学
校
で
の
代
用
教
員
の
経
験
に
基
づ
く
発
言
や
、
日
露
戦
後
の
文
明

批
判
、
教
育
批
判
に
お
け
る
卓
逸
な
論
な
ど
、
今
日
に
も
見
る
べ
き
も
の
を
有
し
た

教
育
論
で
あ
る
が
、「
教
育
の
最
高
目
的
は
、
天
才
を
養
成
す
る
事
で
あ
る
。
世
界

の
歴
史
に
意
義
あ
ら
し
む
る
人
間
を
作
る
事
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
第
二
の
目
的
は
、

恁
る
人
生
の
司
配
者
に
服
従
し
、
且
つ
尊
敬
す
る
事
を
天
職
と
す
る
、
健
全
な
る
民

衆
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
樗
牛
の
天
才
論
を
踏
襲
し
つ
つ
、
書

か
れ
た
も
の
だ
っ
た!4

。

ま
た
、「
小
児
の
心
」
と
い
う
言
葉
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
も
、

「
古
酒
新
酒
」
を
契
機
と
す
る!5

。

木
は
、「
孤
負
の
性
」
を
持
ち
、「
た
ゞ
一
向
に

己
れ
の
欲
す
る
道
を
行
き
、
己
の
欲
す
る
所
を
行
」
っ
て
き
た
自
分
が
、「
過
去
数

月
間
の
長
き
強
き
失
敗
を
悔
」
い
る
こ
と
も
な
く
、「
其
由
つ
て
来
る
所
を
探
つ
て

改
む
る
」
こ
と
も
な
い
の
は
、「
我
が
心
余
り
に
小
児
の
如
く
な
り
け
れ
ば
也
」
だ

と
い
う
。
そ
し
て
、「
小
児
の
心
乎
、
小
児
の
心
乎
、
噫
こ
れ
我
が
常
に
望
む
所
な

れ
ば
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
小
児
の
心
」
と
い
う
概
念
は
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス

の
受
容
も
関
係
し
て
い
る
が
、
樗
牛
に
も
「
嗚
呼
小
児
の
心
乎
、
小
児
の
心
乎
。
玲

瓏
玉
の
如
く
、
透
徹
水
の
如
く
、
名
聞
を
求
め
ず
、
利
養
を
願
は
ず
、
形
式
、
方
便
、

習
慣
に
充
ち
満
て
る
一
切
現
世
の
桎
梏
を
離
れ
、
あ
ら
ゆ
る
人
為
の
道
徳
学
智
の
繋

縛
に
累
は
さ
れ
ず
、
た
ゞ

く
本
然
の
至
性
を
披
い
て
天
真
の
流
露
に
任
か
す
も
の
、

あ
ゝ
独
り
夫
れ
小
児
の
心
乎
」（「
無
題
録
」
明
三
五
・
十
）
と
い
う
文
章
が
あ
り
、
修

辞
的
な
も
の
を
鑑
み
れ
ば
、
よ
り
樗
牛
と
の
親
近
性
が
う
か
が
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
「
小
児
の
心
」
が
、「
本
然
の
至
性
を
披
」

く
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、「
美
的
生
活
論
」
の
「
人
間
の
本
然
の
要
求
」

に
通
ず
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
樗
牛
に
は
「
吾
等
を
し
て
自
然
の
児

の
如
く
語
ら
し
め
よ
。
夫
の
性
慾
の
発
動
の
醇
な
る
も
の
は
、
実
に
こ
れ
天
下
の
至

美
、
人
生
の
至
楽
也
。
性
慾
無
き
と
こ
ろ
に
人
生
幾
何
の
価
値
あ
り
や
」（「
性
慾
の

動
く
と
こ
ろ
」「
太
陽
」
明
三
四
・
一
二
）
と
い
う
文
章
も
あ
り
、
嘲
風
が
観
念
的
に
洗

い
清
め
て
し
ま
う
以
前
の
人
間
の
内
部
の
「
自
然
」
へ
の
ま
な
ざ
し
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
樗
牛
は
、
こ
の
「
小
児
の
心
」
と
い
う
言
葉
で
現
実
世
界
の
中

で
汚
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
も
の
を
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

木
の
「
一
握
の
砂
」

（「
盛
岡
中
学
校
校
友
会
雑
誌
」
明
四
〇
・
九
）
の
中
で
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
発
想
と
結

び
付
き
、「
今
の
世
に
見
る
に
、
人
は
成
人
た
ら
む
と
し
て
先
づ
小
児
を
殺
さ
ざ
る

べ
か
ら
ず
。
噫
、
神
は
小
児
を
作
り
き
、
然
れ
ど
も
人
は
成
人
を
作
り
ぬ
」、「
小
児

こ
そ
誠
に
成
人
の
父
た
る
べ
き
な
れ
」
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う

に
、
嘲
風
の
理
解
に
収
斂
し
て
し
ま
わ
な
い
樗
牛
の
発
想
が

木
の
評
論
の
中
に
顕

在
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
は
、「
完
成
し
た
一
元
二
面
観
」（
木
股
知
史!6

）が
登
場
す
る

時
期
で
も
あ
る
。「
渋
民
日
記
」
明
治
三
十
九
年
三
月
二
〇
日
の
記
述
に
は
、「
意
志

と
い
ふ
言
葉
の
語
義
を
拡
張
し
て
、
愛
を
、
自
他
融
合
の
意
志
と
解
」
き
、「
宇
宙

の
根
本
を
意
志
と
し
、
こ
の
意
志
に
自
己
発
展
と
自
他
融
合
の
二
面
」
が
あ
る
と
解

し
、「
ワ
グ
ネ
ル
の
示
し
た
人
生
の
理
想
は
、
完
全
な
る
基
礎
に
立
つ
て
、
初
め
て

真
に
我
が
最
高
最
後
の
目
的
と
な
つ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
一
元
二

面
観
」
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
止
揚
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ほ
と
ん

ど
同
じ
時
期
の
相
矛
盾
す
る
見
地
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
い
い
か
。

こ
こ
で
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、

木
が
、
日
露
戦
後
の
社
会
主
義
の
登
場

に
過
敏
な
反
応
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

余
は
、
社
会
主
義
者
と
な
る
に
は
、
余
り
に
個
人
の
権
威
を
重
ん
じ
て
居
る
。

さ
れ
ば
と
い
つ
て
、
専
制
的
な
利
己
主
義
者
と
な
る
に
は
余
り
に
同
情
と
涙
に

富
ん
で
居
る
。
所
詮
余
は
余
一
人
の
特
別
な
る
意
味
に
於
け
る
個
人
主
義
者
で
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あ
る
。
然
し
こ
の
二
つ
の
矛
盾
は
只
余
一
人
の
性
情
で
は
な
い
。
一
般
人
類
に

共
通
な
る
永
劫
不
易
の
性
情
で
あ
る
。
自
己
発
展
と
自
他
融
合
と
、
こ
の
二
つ

は
宇
宙
の
二
大
根
本
基
礎
で
あ
る
。

社
会
主
義
と
い
う“

物
質
的
・
現
実
的‘

問
題
に
対
し
て
、

木
は
慌
て
て
答
え
を

提
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
樗
牛
は
か
つ
て
「
人
道
の
目
的
は
衆
庶
平
等
の

利
福
に
存
せ
ず
し
て
、
却
て
少
数
な
る
模
範
的
人
物
の
産
出
に
在
り
。
是
の
如
き
模

範
的
人
物
は
即
ち
天
才
也
、
超
人
也
」（「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」）
と
書
い
て

い
た
が
、
樗
牛
の
天
才
論
を
信
奉
す
る

木
に
社
会
主
義
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
同
時
に
、
樗
牛
│
ニ
ー
チ
ェ
流
の
個
人
主
義
も
ワ
グ
ナ
ー
に
よ
っ
て
止
揚

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
一
元
二
面
観
」
は
、
こ
う
し
て
「
自
己
発
展
」
と

「
自
他
融
合
」
を
孕
む
「
意
志
」
の
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
が

世
界
に
対
す
る
具
体
的
な
「
認
識
」
で
あ
る
よ
り
「
倫
理
」
の
次
元
に
お
い
て
語
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い!7

。

こ
の
時
期
、「
一
元
二
面
観
」
と
ニ
ー
チ
ェ
主
義
と
い
う
二
つ
の
傾
向
は
、
前
者

が
後
者
を
止
揚
し
た
も
の
に
見
え
な
が
ら
、
併
行
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く!8

。

四

さ
て
、
北
海
道
時
代
に
書
か
れ
た
「
冷
火
録
（
三
）」（「
小
樽
日
報
」
明
四
〇
・
一

〇
・
三
一
）
は
、「
超
人
と
凡
人
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
進
化

論
と
超
人
思
想
と
が
結
び
付
け
ら
れ
る
。

進
化
の
大
法
か
ら
考
へ
て
も
、
人
間
が
猴
類
か
ら
進
化
し
た
如
く
、
現
在
の

人
間
即
ち
凡
人
の
境
遇
か
ら
、
更
に
夫
以
上
の
境
遇
即
ち
超
人
の
境
遇
に
進
ま

う
と
す
る
慾
求
は
決
し
て
理
の
な
い
事
と
云
へ
ぬ
で
は
な
か
ら
う
か
。

こ
う
し
た
考
え
は
、
評
論
「
卓
上
一
枝
」（「
釧
路
新
聞
」
明
四
一
・
二
）
の
中
に
も

再
登
場
す
る
が!9

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

木
が
こ
の
文
章
の
前
に
、
ニ
ー
チ
ェ

の
超
人
思
想
に
つ
い
て
、「
学
者
の
多
数
は
此
思
想
を
本
能
満
足
主
義
と
称
へ
て
、

箇
人
々
々
の
本
能
満
足
は
社
会
を
破
壊
す
る
、
社
会
の
破
壊
は
一
切
の
文
明
を
し
て

動
物
的
状
態
に
帰
ら
し
む
る
の
だ
と
云
つ
て
、
世
の
青
年
を
戒
め
て
居
る
」
が
、

「
已
に
人
間
に
何
等
か
の
本
能
あ
り
と
す
れ
ば
…
…
已
に
其
を
本
能
と
呼
ぶ
か
ら
に

は
、
其
本
能
を
抜
去
つ
た
な
ら
人
間
に
し
て
真
の
人
間
で
な
い
事
に
な
り
は
す
ま
い

か
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

木
は
「
本
能
」
の
問
題
、
欲
望
を

も
っ
た
存
在
と
し
て
の
個
人
の
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
進
化
論
と
ニ
ー
チ
ェ
を
結
び
付
け
る
言
説
は
、
野
村
幸
一
郎
が
明
ら

か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
美
的
生
活
論
争
当
時
を
は
じ
め
、
ニ
ー
チ
ェ
を
紹
介
す
る

論
説
の
中
に
見
ら
れ
る@0

。
例
え
ば
、
登
張
竹
風
は
、「
超
人
の
意
義
解
釈
」
の
一
つ

と
し
て
、「
超
人
を
以
て
超
種
と
な
す
に
あ
り
。
こ
の
説
は
ダ
ア
ウ
イ
ン
の
進
化
論

に
基
く
も
の
ゝ
如
し
」
と
述
べ
て
い
る
（「
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
、
ニ
イ
チ
エ
」）。
ま
た
、

坪
内
逍
遥
は
、「
馬
骨
人
言
」（「
読
売
新
聞
」
明
三
四
・
一
〇
・
二
四
）
の
中
で
、
ニ
ー

チ
ェ
の
「
芸
術
観
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
シ
ョ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の

返
し
、
焼
直

し
か
ら
は
じ
ま
ツ
て
た
の
で
あ
ツ
た
が
、
中
ご
ろ
か
ら
ル
ウ
ソ
ウ
の
復
初
主
義
の
煮

返
し
や
ダ
ア
ヰ
ン
の
優
勝
劣
敗
論
の
生

な
ど
を
混
合
せ
て
、
つ
ひ
に
そ
の
倫
理
観

（
海
豚
汁
台
の
暗
汁
に
も
比
喩
ふ
べ
き
悪
倫
理
観
）
を
調
理
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
ま

た
、
中
島
徳
蔵
も
「
ニ
イ
チ
エ
の
説
に
就
き
て
」（「
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
」
明
三

六
・
一
）
の
中
で
、「
人
間
と
云
ふ
も
の
は
、
実
に
生
甲
斐
の
な
い
下
等
な
弱
い
奴
等

で
あ
る
か
ら
、
之
を
進
化
論
の
真
理
に
依
つ
て
改
造
し
て
、
人
間
以
上
の
種
類
を
拵

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
、
其
人
間
以
上
の
エ
ラ
イ
人
、
そ
れ
を
超
人
と
言
つ
た

や
う
で
す
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
進
化
論
と
超
人
の
結
び
付
き
に
つ
い

て
は
、
逍
遥
の
発
言
は
も
と
よ
り
、
竹
風
も
「
こ
は
転
生
説
の
如
く
、
大
な
る
詩
な
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り
、
空
想
な
り
、
夢
想
な
り
」
と
書
き
、
中
島
徳
蔵
も
「
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
遺
伝
作

用
が
あ
る
と
し
て
も
、
一
代
や
二
代
で
此
超
人
間
が
都
合
能
く
出
来
る
も
の
で
な
い
、

空
な
話
で
あ
る
、
故
に
間
も
な
く
是
は
間
違
だ
と
云
ふ
こ
と
を
ニ
イ
チ
エ
自
か
ら
も

悟
つ
た
」（「
ニ
イ
チ
エ
対
ト
ル
ス
ト
イ
主
義
」「
丁
酉
倫
理
会
講
演
集
」
明
三
四
・
六
・
一

五
）
と
書
く
な
ど
、
否
定
的
に
見
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
樗
牛
自
身
、「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」
の
中
で
、
ニ
ー
チ
ェ
に

つ
い
て
、「
哲
学
界
に
於
て
は
ヘ
ー
ゲ
ル
以
来
、
科
学
界
に
於
て
は
ダ
ル
ヰ
ン
以
来
、

一
代
の
思
想
を
殆
ど
残
り
無
く
風
靡
し
来
り
た
る
歴
史
発
達
説
も
、
彼
れ
の
眼
中
に

は
偽
学
者
の
俗
論
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
な
れ
り
」
と
説
明
し
て
お
り
、
ま
た
、

木

の
評
論
に
も
何
度
か
引
用
さ
れ
て
い
る@1「
新
し
き
声
の
最
早
や
響
か
ず
な
り
た
る
時
、

人
は
死
語
の
中
よ
り
所
謂
法
則
な
る
も
の
を
造
り
出
だ
す
。
是
れ
を
以
て
の
故
也
、

所
謂
法
則
の
栄
あ
る
処
、
そ
こ
に
は
必
ず
生
命
の
死
滅
あ
る
は
！
」（「
法
則
と
生
命
」

「
太
陽
」
明
三
五
・
五
）
と
い
う
樗
牛
の
言
葉
は
、
進
化
論
を
も
否
定
し
た
も
の
と
し

て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う@2

。

「
冷
火
録
」
の

木
の
発
言
は
、
三
宅
雪
嶺
の
「
人
類
が
猴
類
の
上
に
一
階
級
を

占
む
る
が
如
く
、
超
人
が
人
類
の
上
に
一
階
級
を
占
め
ん
こ
と
極
め
て
難
た
し@3

」
と

い
う
発
言
に
対
し
て
、
あ
え
て
異
を
唱
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
代
思
想
の
磁
場

の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
時
代
錯
誤
の
感
は
免
れ
な
い
。
も
っ
と
も

木
は
、「
超

人
と
い
ふ
語
は
畢
竟
近
代
人
の
理
想
を
最
も
簡
潔
に
現
は
し
た
も
の
」、「
何
時
の
世

に
於
て
も
社
会
に
多
数
の
凡
人
と
少
数
の
天
才
と
の
戦
闘
が
絶
え
ぬ
。
此
天
才
者
が

詮
る
所
皆
超
人
の
境
に
憧
る
ゝ
勇
ま
し
い
人
生
の
戦
士
で
あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

「
超
人
」
を
言
わ
ば
「
憧
憬
」
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
化
論
と
の
関
係
を

比
喩
的
な
も
の
に
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

木
が
超
人
思
想
と
進
化
論
と

を
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
欲
望
す
る
存
在
と
し
て
の
個
人
の
問
題
を
（

の
理
解
す
る
）
樗
牛
、
ニ
ー
チ
ェ
思
想
の
文
脈
の
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な

木
の
試
み
の
背
景
に
は
、
盛
岡
中
学
校
中
退
者
で
あ

り
、
い
わ
ば
学
歴
社
会
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
・
ア
ウ
ト
し
て
い
っ
た

木
の
優
勝
劣
敗
適

者
生
存
と
い
う
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
強
い
意
識
が
あ
る
。
日
露
戦
後
と

い
う
時
代
と
北
海
道
漂
泊
の
時
代
が
重
な
る
中
で

木
は
何
度
か
「
世
に
適
者
生
存

の
語
あ
り
。
我
等
恐
ら
く
は
今
の
世
に
適
せ
じ
。
さ
れ
ば
我
等
遂
に
敗
れ
ぬ
。
然
れ

ど
も
思
へ
か
し
、
真
に
永
遠
に
死
し
果
つ
べ
き
者
、
果
し
て
我
な
る
べ
き
か
、
果
た

彼
な
る
べ
き
か
」（「
冷
火
録
」）
と
い
う
言
葉
を
書
き
留
め
て
い
る
。
現
実
に
は
敗
れ

て
も
、
そ
れ
は
「
永
遠
」
の
観
点
か
ら
す
る
と
、「
死
し
果
つ
べ
き
者
」
で
は
な
い
、

そ
う
し
た
観
念
が
、

木
の
拠
り
所
だ
っ
た
。

評
論
「
卓
上
一
枝
」（「
釧
路
新
聞
」）
は
、
自
然
主
義
思
潮
と
そ
れ
ま
で
の
樗
牛
、

ニ
ー
チ
ェ
流
の
天
才
主
義
、
あ
る
い
は
一
元
二
面
観
と
の
接
合
を
試
み
た
も
の
だ
っ

た
。

木
は
、
自
然
主
義
を
「
ど
う
に
か
成
る
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
せ
、「
自

己
を
信
じ
深
く
個
性
の
権
威
を
是
認
す
る
者
に
と
り
て
、
此
上
な
き
屈
辱
の
声
」
で

あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
、「
自
然
の
力
に
屈
服
す
る
は
却
つ
て
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
自

然
の
力
を
以
て
自
己
の
力
と
す
る
」
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
自
然
主
義
は
「
一

切
の
法
則
と
虚
偽
と
誤
れ
る
概
念
と
を
破
壊
し
て
、
在
る
が
侭
な
る
自
然
の
真
を
提

げ
来
る
」
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
進
化
論
と
超
人
と
を
結
び
付
け

よ
う
と
し
た
言
説
と
と
も
に
、
自
然
主
義
を
何
と
か
こ
れ
ま
で
の

木
の
哲
学
の
中

に
接
合
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
や
一

元
二
面
観
を
説
明
し
た
あ
と
、
こ
の
評
論
の
末
尾
に
は
「
予
は
、
予
の
半
生
を
無
用

な
る
思
索
に
費
し
た
る
を
悲
し
む
。
知
識
畢
竟
何
す
る
も
の
ぞ
。
人
は
常
に
自
己
に

依
り
て
自
己
を
司
配
せ
ん
と
す
。
然
れ
ど
も
一
切
の
人
は
常
に
何
者
に
か
司
配
せ
ら

る
。
此
『
何
者
』
は
遂
に
『
何
者
』
な
り
。
我
等
其
面
を
知
ら
ず
、
其
声
を
聞
か
ず
。

之
を
智
慧
の
女
神
に
問
へ
ど
も
黙
し
て
教
ふ
る
所
無
焉

な

し

」
と
書
き
、
そ
の
試
み
が
不

調
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る@4

。

木
は
「
天
才
主
義
」
を
ひ
き
ず
っ
た
ま
ま
、

東
京
で
の
文
学
生
活
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
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五

そ
の
後
、

木
は
、
明
治
四
十
一
年
七
月
六
日
の
日
記
に
、
金
田
一
京
助
と
の
会

話
と
し
て
「
明
治
新
思
潮
の
流
れ
と
い
ふ
事
に
就
い
て
、
矢
張
時
代
の
自
覚
の
根
源

は
高
山
樗
牛
の
自
覚
に
あ
つ
た
と
語
つ
た
。
先
覚
者
、
そ
の
先
覚
者
は
然
し
ま
だ
確

た
る
も
の
を
攫
ま
な
か
つ
た
。
…
…
自
分
自
身
の
心
的
閲
歴
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。
樗
牛
に
目
を
さ
ま
し
て
、
戦
つ
て
、
敗
れ
て
、
考
へ
て
、
泣
い
て
、
結
果
は

今
の
自
然
主
義
（
広
い
意
味
に
お
け
る
）
！
」
と
書
く
な
ど
、
樗
牛
に
言
及
し
な
が
ら

天
才
主
義
の
敗
残
の
様
相
を
自
嘲
的
に
語
っ
て
い
た
り
し
た
が
、
明
治
四
十
二
年
の

秋
以
降
、
妻
節
子
の
家
出
を
き
っ
か
け
に
、

木
は
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
反
省
し
、

空
想
的
・
浪
漫
的
態
度
か
ら
、
具
体
的
・
現
実
的
な
も
の
に
価
値
を
置
く
よ
う
に
な

っ
た
。
田
中
王
堂
（
喜
一
）
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
哲
学
に
傾
倒
す
る
の
も
こ
の
時

期
で
あ
る@5

。

樗
牛
か
ら
王
堂
へ
と
い
っ
た

木
の
思
想
変
遷
の
底
流
に
あ
る
も
の
は
、「
本
能
」

「
欲
望
」
の
価
値
を
再
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
理
解
さ
れ
る
樗

牛
は
、
か
つ
て
の
「
天
才
」
主
義
の
主
唱
者
と
し
て
の
樗
牛
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、
こ
の
時
期
の

木
が
共
鳴
し
た
評
論
家
徳
田
秋
江
（
後
の
近
松
秋
江
）

に
注
目
し
た
い@6

。
秋
江
は
、
樗
牛
、
王
堂
に
教
わ
り
、
師
事
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。

秋
江
は
、「
本
能
満
足
論
は
、
或
る
意
味
に
於
て
恰
も
ル
ツ
ソ
ー
の
『
自
然
に
反
れ
』

の
辞
義
と
同
じ
く
、
直
接
に
し
て
力
あ
れ
ど
も
、
つ
ま
り
鉱

あ
ら
が
ね

也
。
之
れ
を
調
整
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
候
。
田
中
喜
一
氏
が
具
体
理
想
主
義
に
於
て
『
人
間
の
実
質
は
理
想

を
以
つ
て
情
欲
を
調
和
す
る
に
在
り
』
と
い
ふ
は
、
即
ち
本
能
満
足
説
を
、
内
容
的

の
ま
ゝ
に
調
整
せ
ん
と
企
つ
る
も
の
」
だ
と
指
摘
す
る@7

な
ど
、
樗
牛
と
王
堂
の
つ
な

が
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
、「
高
山
イ
ズ
ム
と
後
の
高
義
自
然
主
義

と
に
関
係
」（「
文
壇
無
駄
話
」
明
四
二
・
五
・
九
）
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
え
て

樗
牛
と
自
然
主
義
と
を
区
別
し
よ
う
と
す
る
論
調
に
異
を
唱
え
て
い
る
。

自
然
主
義
の
註
釈
者
は
、
今
の
自
然
主
義
と
高
山
氏
の
本
能
満
足
説
│
美
的

生
活
論
│
と
を
区
別
し
や
う
と
す
る
。
曰
は
く
、
本
能
満
足
説
は
実
行
上
の
主

義
で
あ
る
。
自
然
主
義
は
芸
術
上
の
主
義
で
あ
る
。
と
。
何
う
し
て
も
註
釈
者

の
口
吻
で
あ
る
。
創
始
者
の
口
吻
で
は
な
い
。
創
始
者
の
言
説
に
は
常
に
幾
多

の
陥
欠
が
あ
る
。
が
、
註
釈
者
の
遂
に
持
つ
こ
と
の
出
来
な
い
生
命
を
有
つ
て

ゐ
る
。
固
に
芸
術
上
の
自
然
主
義
と
人
生
観
上
の
本
能
満
足
説
と
に
は
前
述
の

如
き
区
別
は
あ
る
に
相
違
な
か
ら
う
が
、
併
し
そ
れ
は
実
に
一
つ
の
側
面
観
に

過
ぎ
ぬ
の
で
は
な
い
か
。

（「
文
壇
無
駄
話
」「
読
売
新
聞
」
明
四
一
・
八
・
二
三
）

島
村
抱
月
は
、
樗
牛
を
「
自
然
主
義
運
動
の
先
蹤
」
と
し
て
、「
我
が
邦
に
於
け

る
ス
ツ
ー
ル
ム
、
ウ
ン
ト
、
ド
ラ
ン
グ
の
驍
将
」（「
梁
川
、
樗
牛
、
時
勢
、
新
自
我
」

明
四
〇
・
一
一
）
と
指
摘
し
、「
今
の
自
然
主
義
は
実
に
此
の
小
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

後
に
起
つ
た
特
殊
の
現
象
で
あ
る
」（「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」「
早
稲
田
文
学
」
明
四

一
・
一
）
と
し
た
。
し
か
し
、
抱
月
は
、
自
然
主
義
を
芸
術
上
の
態
度
、「
観
照
」
の

態
度
と
し
、「
本
能
満
足
主
義
」
に
基
づ
く
「
実
行
」
と
を
弁
別
し
よ
う
と
し
た
。

ま
た
、
美
的
生
活
論
争
で
樗
牛
に
対
峙
し
て
い
た
長
谷
川
天
渓
は
、「
自
然
主
義
は
、

文
芸
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
本
能
満
足
主
義
と
は
、
人
生
上
の
実
行
問
題
で
あ
る
」

（「
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
別
」「
文
章
世
界
」
明
四
一
・
四
）
と
述
べ
、
や
は
り

「
自
然
主
義
文
芸
」
を
「
本
能
満
足
主
義
」
＝
「
実
行
」
と
を
区
別
し
て
い
る
。

林
原
純
生
は
、「
日
本
の
自
然
主
義
は
、
そ
の
発
生
、
成
立
、『
私
小
説
』
の
創
出

を
通
し
て
『
美
的
生
活
論
』
の
問
題
圏
内
に
あ
り
、
自
然
主
義
の
形
成
は
『
美
的
生

活
論
』
に
提
示
さ
れ
た
問
題
を
内
在
化
し
、
自
然
主
義
陣
営
の
内
外
に
渡
る
発
言
は
、

『
美
的
生
活
論
』
に
対
す
る
反
撥
と
牽
引
の
中
に
、
す
な
わ
ち
日
本
の
自
然
主
義
は
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『
美
的
生
活
論
』
の
掌
中
の
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「『
実
行
と
芸

術
』
の
問
題
こ
そ
、
何
よ
り
も
『
美
的
生
活
論
』
か
ら
直
接
継
受
し
た
問
題
」
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る@8

が
、
抱
月
、
天
渓
の
態
度
は
、
樗
牛
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
み
を
認
め
て
、
そ
れ
と
表
裏
の
も
の
で
あ
っ
た
「
本
能
」
肯
定
の
思
想
を
弁
別
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
秋
江
の
批
判
は
、
そ
う
し
た
抱
月
、
天
渓
ら
の
姿
勢
に
向

け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
実
行
と
芸
術
」
を
区
別
す
る
考
え
方
、
あ
る
い
は
抱
月
ら

の
「
観
照
」
論
に
対
し
て
、

木
は
、「
一
切
の
文
芸
は
、
他
の
一
切
の
も
の
と
同

じ
く
、
我
等
に
と
つ
て
は
或
意
味
に
於
て
自
己
及
び
自
己
の
生
活
の
手
段
で
あ
り
方

法
で
あ
る
」（「
食
ふ
べ
き
詩
」「
東
京
毎
日
新
聞
」
明
四
二
・
一
一
・
三
〇
、
一
二
・
二
、

三
、
四
、
五
、
六
、
七
）
と
い
う
視
座
か
ら
批
判
す
る
と
同
時
に
、
一
方
で
、「
本
能
」

に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

人
間
を
実
際
以
上
に
評
価
し
て
ゐ
た
事
は
、
人
間
そ
れ
自
体
の
生
活
を
改
善

す
る
上
に
刺
戟
を
与
へ
た
功
績
は
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
畢
竟
、
過
去
の
人
間
の

抱
い
た
謬
想
中
の
最
も
大
な
る
謬
想
で
あ
つ
た
。

人
間
を
実
際
以
下
に
評
価
す
る
事
は
、
人
間
そ
れ
自
体
が
特
に
偉
い
も
の
だ

と
い
ふ
謬
想
を
破
る
べ
き
自
省
を
起
し
た
効
果
は
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
遂
に
、

現
代
の
人
間
が
抱
く
あ
ら
ゆ
る
謬
想
中
の
最
も
大
な
る
謬
想
で
あ
る
。

謂
ふ
心
は
、「
人
間
も
他
の
動
物
の
司
配
さ
れ
る
と
同
じ
法
則
に
司
配
さ
れ

る
も
の
だ
。」
と
い
ふ
の
は
可
い
。
そ
れ
だ
け
な
ら
何
の
差
障
り
も
な
い
。
が
、

「
だ
か
ら
、
人
間
の
一
切
の
行
為
中
、
他
の
動
物
も
有
す
る
だ
け
の
範
囲
以
外

の
事
は
、
総
て
虚
偽
で
あ
る
。」
と
い
ふ
や
う
な
考
へ
方
を
す
る
の
は
、
恐
る

べ
き
誤
謬
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

（「
き
れ
ぎ
れ
に
心
に
浮
ん
だ
感
じ
と
回
想
」「
ス
バ
ル
」
明
四
三
・
一
）

木
は
、「
天
才
主
義
」
を
棄
て
る
一
方
、「
本
能
」
主
義
的
に
の
み
人
間
を
理
解

す
る
こ
と
を
諌
め
て
い
る
。
そ
の
点
、
秋
江
が
「
理
想
と
は
、
生
物
│
そ
の
中
に
は

無
論
自
然
主
義
の
文
学
者
も
あ
り
│
が
、
自
己
の
生
存
欲
を
到
達
す
る
際
に
『
あ
ゝ

し
や
う
、
か
う
し
や
う
』
と
い
ふ
、
思
意
の
形
式
に
他
な
ら
ず
候
」（「
文
壇
無
駄
話
」

「
読
売
新
聞
」
明
四
二
・
七
・
四
）
と
、「
理
想
」
と
「
現
実
」
の
問
題
を
矮
小
化
し
て

い
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
、「
自
分
及
び
自
分
の
生
活
と
い
ふ
も
の
を
改
善
す
る
と
同
時

に
、
日
本
人
及
び
日
本
人
の
生
活
を
改
善
す
る
事
に
努
力
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
す
ま

い
か
」（
大
島
経
男
宛
、
明
四
三
・
一
・
九
）
と
い
う
か
た
ち
で
、

木
に
個
人
の
欲
望

の
肯
定
が
他
者
の
欲
望
へ
の
肯
定
に
結
び
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
み

ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。「
自
己
発
展
」
と
「
自
他
融
合
」
の
問
題
は
、「
実

際
的
、
具
体
的
、
政
治
的
」（「
文
学
と
政
治
」「
東
京
毎
日
新
聞
」
明
四
二
・
一
二
・
一

九
、
二
一
）
な
場
で
論
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、「
欲
望
」
は
調
整
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
範
囲
と
し
て
の
「
国
家
」

と
矛
盾
、
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
三
月
の
「
意
識
し
て
の
二
重
生

活
」
宣
言
は
、「
国
家
」
と
い
う
既
定
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
も
相
対
化
す
る
も
の

だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
期
に
起
こ
っ
た
大
逆
事
件
は
、

木
に
社
会
主
義
、
無
政
府
主

義
思
想
へ
と
近
づ
け
、
よ
り
「
外
部
」
の
視
点
へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、

木
の
最
後
の
小
説
「
我
等
の
一
団
と
彼
」（
明
四
三
・
五
〜
六
執
筆
）

に
、
樗
牛
の
話
が
登
場
す
る
。
新
聞
記
者
同
士
で
あ
る
高
橋
と
亀
山
の
会
話
の
中
で

あ
る
。「
僕
に
も
こ
れ
で
樗
牛
に
か
ぶ
れ
て
ゐ
た
時
代
が
有
つ
た
か
ら
ね
え
」
と
い

う
高
橋
は
、「
常
に
鋭
い
理
解
さ
へ
持
つ
て
ゐ
れ
ば
、
現
在
の
此
の
時
代
の
ヂ
レ
ン

マ
か
ら
脱
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
つ
て
ゐ
た
。
然
し
さ
う
ぢ
や
な
い
ね
。
そ
れ
も

大
い
に
有
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ば
か
り
ぢ
や
な
い
ね
。
我
々
に
は
利
己
的
感
情
が
余

り
に
多
量
に
有
る
」
と
い
う
。
亀
山
は
そ
れ
を
「
時
代
の
病
気
」
だ
と
い
い
、「
何

う
か
し
た
く
つ
て
も
何
う
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
」、「
我
々
が
此
の
我
々
の
時
代
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か
ら
超
逸
し
な
い
限
り
は
。

│
時
代
を
超
逸
す
る
と
い
ふ
の
は
、
樗
牛
が
墓
の
中

へ
持
つ
て
行
つ
た
夢
だ
よ
」
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
橋
は
「
さ
う
だ
。
あ
れ

は
悲
し
い
夢
だ
ね
。

│
然
し
僕
は
君
の
や
う
に
全
く
絶
望
し
て
は
ゐ
な
い
ね
。」

と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
描
か
れ
る
の
は
、
樗
牛
の
有
名
な
「
吾
人
は
須
ら
く
現

代
を
超
越
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
文
の

も
と
と
な
っ
た
文
章
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

現
世
に
於
け
る
一
切
の
学
智
と
道
徳
と
は
、
其
の
根
底
に
於
て
既
に
現
世
を

是
認
す
。
彼
等
は
現
世
を
超
越
せ
ず
し
て
附
随
し
、
審
判
せ
ず
し
て
讃
美
し
、

戒
飭
せ
ず
し
て
阿
従
す
。
一
代
の
文
教
詮
じ
来
れ
ば
現
世
の
註
釈
に
外
な
ら
ざ

る
の
み
。

山
に
入
て
山
を
見
ず
。
此
の
世
の
真
相
を
知
ら
む
と
欲
せ
ば
、
吾
人
は
須
ら

く
現
代
を
超
越
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斯
く
て
一
切
の
学
者
と
道
徳
と
を
離
れ
、

生
れ
な
が
ら
の
小
児
の
心
を
以
て
一
切
を
観
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

（「
無
題
録
」「
太
陽
」
明
三
五
・
一
〇
）

徳
田
秋
江
が
こ
の
「
吾
人
は
須
ら
く
現
代
を
超
越
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言

葉
を
「
一
片
の
空
想
に
外
な
ら
ず
」（.

「
文
壇
無
駄
話
」
明
四
二
・
五
・
九
）
と
す
る

の
は
、
秋
江
が
樗
牛
の
中
に
「
本
能
満
足
説
」
し
か
見
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一

方
、

木
が
、
高
橋
の
言
葉
を
通
し
て
、
そ
れ
を
「
悲
し
い
夢
」
と
す
る
の
は
、
樗

牛
が
時
代
を
「
超
越
」
し
よ
う
と
し
て
「
超
越
」
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
と
同

時
に
、「
利
己
的
感
情
」
を
抱
え
た
個
人
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
他
者
と
関
わ
る

の
か
と
い
う
問
題
を
新
た
な
視
座
か
ら
見
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
利
己
的
感
情
」
を
抱
え
た
個
人
、
欲
望
す
る
存
在
と
し
て
の
個
人
が
、
ど
う
他

者
と
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
樗
牛
、
嘲
風
、
王
堂
の
思
想
の
受
容
を
経
て
、

木

は
、
社
会
主
義
、
無
政
府
主
義
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
い
く
。「
時
代
閉
塞
の

現
状
」
中
の
「
明
日
の
必
要
」
と
い
う
言
葉
は
、
王
堂
哲
学
か
ら
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の

思
想
へ
の
結
節
点
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
が@9

、
そ
れ
は
遠
く
、
日
清
戦
後
の
樗
牛
の
個

人
主
義
の
「
第
一
声
」
と
も
響
き
あ
う
も
の
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注q

伊
東
圭
一
郎
『
人
間

木
』（
岩
手
日
報
社
、
一
九
五
九
・
五
）

w

伊
藤
淑
人
『
石
川

木
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
六
・
一
二
）
参
照
。

e

中
島
徳
蔵
「
ニ
イ
チ
エ
対
ト
ル
ス
ト
イ
主
義
」（「
丁
酉
倫
理
会
講
演
集
」
第
七
　
明
三

四
・
六
・
一
五
）。
な
お
、「
孤
島
」
署
名
で
、
同
じ
く
中
島
徳
蔵
の
「
十
九
世
紀
末
の

二
大
教
説
（
ト
ル
ス
ト
イ
伯
と
ニ
ー
チ
ェ
氏
）」（「
読
売
新
聞
」
明
三
四
・
四
・
一
、
八
、
二

二
）
が
あ
る
。

r

木
股
知
史
「
同
時
代
思
想
の
な
か
の
石
川

木
」（「
宇
部
短
期
大
学
学
術
報
告
」
一

九
八
三
・
七
）

t

r
に
同
じ
。

y

「
閑
天
地
」（「
岩
手
日
報
」
明
三
八
・
六
〜
七
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

我
嘗
て
、
人
性
に
第
一
我
（
物
我
、
肉
我
）
と
第
二
我
（
神
我
、
霊
我
、
本
来
我
）
あ

る
の
論
を
立
し
て
、
霊
肉
の
抱
合
も
し
く
は
分
離
争
鬩
よ
り
来
る
人
生
の
諸
有
あ
ら
ゆ
る

奇
蹟

を
解
釈
し
、
一
日
姉
崎
博
士
と
会
し
て
之
を
問
ふ
。
博
士
曰
く
、
第
一
と
云
ひ
第
二

と
云
ふ
等
級
的
差
別
を
画
せ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
如
か
ん
や
、
意
識
以
下
の
我
、
及
び

意
識
以
上
の
我
と
呼
ぶ
の
、
用
語
に
於
て
妥
当
な
る
に
、
と
。
然
り
、
第
一
第
二
の

別
は
た
ゞ
我
が
弁
説
の
上
に
煩
な
き
の
故
を
以
て
し
か
称
呼
し
た
る
の
み
。

u

r
に
同
じ

i

例
え
ば
、
長
谷
川
天
渓
の
発
言
の
ほ
か
に
、
樗
牛
を
擁
護
し
た
側
の
登
張
竹
風
に

お
い
て
も
「
人
間
の
根
本
的
本
能
は
、
自
由
の
本
能
な
り
。
自
由
の
本
能
と
は
無
限

な
る
自
由
を
得
む
と
す
る
欲
望
の
謂
な
り
」（「
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
、
ニ
イ
チ
エ
」「
帝
国
文

学
」
明
三
四
・
六
〜
八
、
一
一
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
本
能
」
を
強
調
し
た
ニ
ー
チ
ェ

解
釈
が
見
ら
れ
る
。

o

r
に
同
じ
。

!0

な
お
、
伊
藤
淑
人
は
、「
こ
の
〈
実
在
〉〈
現
象
〉
と
い
う
両
界
は
、
物
質
と
精
神

だ
け
で
な
く
、
現
実
と
理
想
と
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
、〈
権
力
意
志
〉〈
意
志
消
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滅
〉
の
思
想
は
、
自
我
と
他
我
、
個
人
と
社
会
と
い
う
よ
う
に
発
展
し
、
将
来
の

木
の
文
学
論
を
拡
げ
て
い
く
可
能
性
は
充
分
に
持
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
も
、
こ
れ
に
従
い
た
い
。

!1

国
崎
望
久
太
郎
『
増
訂

木
論
序
説
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
六
六
・
一
）
五
七

頁
。

!2

こ
こ
で
は
、
姉
崎
嘲
風
・
山
川
智
応
共
編
『
高
山
樗
牛
と
日
蓮
上
人
』（
博
文
館
、

大
二
・
六
）
所
収
の
も
の
を
引
用
し
た
。

!3

上
田
博
に
も
「
こ
の
と
き

木
の
樗
牛
理
解
は
多
分
に
姉
崎
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
て
み
た
樗
牛
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（『
石
川

木
の
文
学
』

一
二
九
頁

一
九
八
七
・
四
）。

!4

例
え
ば
「
凡
人
を
作
る
の
み
が
教
育
の
目
的
に
は
非
ざ
る
ぞ
か
し
。
天
才
無
き
人

類
を
想
像
せ
よ
、
是
れ
あ
ら
ゆ
る
想
像
中
の
最
醜
最
悪
な
る
も
の
に
非
ず
や
」（「
無

題
録
」「
太
陽
」
明
三
五
・
一
〇
）
な
ど
の
樗
牛
の
発
言
が
あ
る
。

!5

た
だ
し
、「
小
児
の
心
」
と
い
う
言
葉
自
体
は
、
明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
三
日
の

日
記
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

!6
・
!7

r
に
同
じ
。

!8

な
お
、「
秋
風
記
　
綱
島
梁
川
を
弔
ふ
」（「
北
門
新
報
」
明
四
〇
・
九
・
一
八
、
二
四
、

二
六
、
二
七
）
で
展
開
さ
れ
た
一
元
二
面
観
で
は
、「
人
生
の
両
面
は
何
に
基
く
か
。

曰
く
、『
生
命
』
の
二
つ
の
慾
望
に
基
く
。
二
つ
の
慾
望
と
は
何
で
あ
る
か
。
曰
く
、

自
己
発
展
の
意
志
と
自
他
融
合
の
意
志
で
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
慾
望
」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

!9

進
化
論
を
是
認
す
る
者
は
、
啻
に
過
去
に
於
け
る
進
化
を
是
認
す
る
に
止
ま
ら
ず

し
て
、
又
当
に
未
来
に
於
け
る
進
化
を
も
是
認
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
猿
猴
の
化
し
て

人
類
と
な
る
事
或
は
望
む
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。
然
も
人
間
が
人
間
以
上
た
ら
ん
と
す
る

希
望
は
、
如
何
な
る
力
を
以
て
し
て
も
之
を
滅
却
す
る
事
能
は
じ
。

@0

野
村
幸
一
郎
「
明
治
の
社
会
ダ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
美
的
生
活
論
争
」（『
森

外
の
歴

史
意
識
と
そ
の
問
題
圏
』
所
収
　
二
〇
〇
二
・
一
一
）

@1

「
無
題
録
」（「
岩
手
日
報
」
明
三
六
・
一
二
・
一
八
、
一
九
）、「
戦
雲
余
録
」（「
岩
手

日
報
」
明
三
七
・
四
・
二
八
、
二
九
、
三
〇
、
五
・
一
）、「
林
中
書
」（「
盛
岡
中
学
校
校
友

会
雑
誌
」
明
四
〇
・
三
・
一
）、「
初
め
て
見
た
る
小
樽
」（「
小
樽
日
報
」
明
四
〇
・
一
〇
・

一
五
）、「
北
海
の
三
都
」（
明
四
一
・
五
・
六
稿
）。

@2

池
田
功
「
石
川

木
│
社
会
進
化
論
の
影
響
（
二
）」（「
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
」
一

九
八
六
・
二
）
は
、
樗
牛
の
こ
の
一
文
を
「『
進
化
』
な
る
語
は
な
い
が
、
進
化
論
の

影
響
を
十
分
に
受
け
て
書
か
れ
て
い
る
」
と
し
、「

木
は
当
時
の
一
大
流
行
思
想
で

あ
っ
た
社
会
進
化
論
を
背
景
に
、
樗
牛
の
『
法
則
と
生
命
』
を
手
中
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
常
に
自
分
を
『
青
年
』
の
イ
メ
ー
ジ
に
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
事
物
』
を
進

歩
、
進
化
さ
せ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
強
い
認
識
を
持
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、

木
の
引
用
の
真
意
は
、
む
し
ろ
「
進
化
論
」
も
含
め
た
「
法

則
」
の
否
定
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
池
田
が
引
用
し
て
い
る
よ

う
に
「
所
謂
社
会
思
想
を
論
ず
」（「
太
陽
」
明
三
〇
・
七
）
に
は
、
社
会
進
化
論
に
即

し
た
適
者
生
存
の
考
え
方
が
樗
牛
に
は
見
ら
れ
る
が
、「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学

者
」
あ
た
り
を
境
に
、「
進
化
論
」
も
含
め
た
「
法
則
」
を
手
放
し
た
と
見
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

木
が
進
化
論
を
持
ち
出
す
の
は
、
社
会
ダ
ー

ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
説
明
す
る
よ
う
な
現
実
を
実
感
と
し
て
受
け
止
め
た
う
え
で
、
自
分

の
思
想
の
中
に
何
と
か
し
て
と
り
こ
も
う
と
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

@3

三
宅
雪
嶺
『
宇
宙
』（
明
四
二
・
一
）「
第
三
篇
第
十
五
章
超
人
」
所
収
。

木
が
読

ん
だ
初
出
は
、『
日
本
人
』
と
『
日
本
及
日
本
人
』
に
「
原
生
界
と
副
生
界
」
の
題
で
、

明
治
三
十
九
年
二
月
か
ら
、
四
十
一
年
十
月
ま
で
、
約
二
年
半
に
わ
た
っ
て
連
載
さ

れ
た
も
の
。『
明
治
文
学
全
集
三
三
　
三
宅
雪
嶺
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
・
三
）

参
照
。

@4

拙
稿
「
石
川

木
『
卓
上
一
枝
』
論
│
自
然
主
義
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
│
」（「
立

命
館
文
学
」
一
九
九
〇
・
三
）

@5

上
田
博
『
石
川

木
の
文
学
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
七
・
四
）

@6

拙
稿
「

木
と
近
松
秋
江
│
『
実
行
と
芸
術
』
批
判
の
位
相
│
」（「
神
戸
山
手
短
期

大
学
紀
要
」
二
〇
〇
四
・
一
二
）

@7

徳
田
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
」（「
読
売
新
聞
」
明
四
二
・
五
・
九
）

@8

林
原
純
生
「
美
的
生
活
論
、
自
然
主
義
、
私
小
説
」（「
日
本
文
学
」
一
九
七
八
・
六
）

@9

拙
稿
「

木
『
時
代
閉
塞
の
現
状
』
論
│
『
必
要
』
を
め
ぐ
っ
て
」（「
国
際

木
学

会
台
湾
高
雄
大
会
論
文
集
」
二
〇
〇
三
・
七
）

（
神
戸
山
手
短
期
大
学
助
教
授
）
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木
・
樗
牛
・
自
然
主
義


